
 

 
 

 
 
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

№1７２ 

令和５年 

TEL 922-4035 FAX 922-4036 

（行政窓口  TEL 922-2461） 

人 口 14,189 世帯数 7,032  

令和 5 年 6 月 1 日現在 

 

７月号 

発行 大歳地域交流センター 

開館時間 8 時 30 分～17 時 15 分  

 

 

大歳地域交流センター 

公式 Twitter アカウント 
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2 日(日) 分館対抗卓球大会 

3 日(月) 燃やせないごみの日 

7 日(金) 大歳地区肺がん検診(9:00～16:00) 

12 日（水） 母推さんの子育て応援講座(10:00～11:30) 

13 日(木） 金属・小型家電製品 

14 日（金） ぶっくん来館日(15:20～16:00) 

15 日（土） ふしの川クリーンキャンペーン 

みんなのひろば（13:30～15:30） 

17 日（月） 現役大学生による落語と漫才のひと時 

主催：大歳まちづくり協議会（10:00～12:00） 

 

19 日(水) びん・缶ごみの日 

20 日(木) 食推さんの料理講座(10:00～12:00) 

24 日(月) 古紙ペットボトル分別収集(大歳①) 

2７日(木） 古紙ペットボトル分別収集(大歳②) 

28 日(金) 子育てサークル太陽クラブ（10：00～） 

ぶっくん来館日(15:20～16:00) 

29 日(土) 青少協夜間パトロール(19:00～) 

31 日(月) 三世代交流【ウン知育教室】（10:00～11:00） 

※木曜日はプラ容器包装分別収集 

 

 
【大歳地区７月の行事予定】 
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大歳のエトセトラ １１５ 

 

宗像氏男（黒川隆像）の子孫 その１ 殉死 
最初に、宗像大社 79 代大宮司宗像氏男（黒川隆像）が、大内義隆の命で山口に赴任してきた背景からみてみま

す。大内氏と筑前国宗像郡の宗像大社（今は世界文化遺産）大宮司家で、同郡を治めていた宗像氏の関係は、14

世紀中頃、山口に館を構えた大内弘世の娘が、宗像大社 56 代大宮司宗像氏重に嫁いだことから始まります。この

ころは、今川貞世（了俊）が九州探題(註１)に下向した時期で、大内弘世・義弘父子(註２)がこれを援助して、九州に

進出し始めたころです。宗像氏と大内氏の婚姻関係はその後も続き、宗像氏は代々大内氏に従属し、軍役のほか、

山口に出仕させられています。その従属は、16 世紀中頃、謀反後の当主大内義長(註３)まで続きます。 

宗像氏男の伯父の宗像大社 76・78 代大宮司宗像正氏（大内政弘の娘の子）は、大内義隆の命で山口に赴き、吉

敷郡黒川郷（現在の岩富・黒川市周辺）を与えられ、その地に住み、黒川隆尚の名をもらって「黒川殿」とよば

れています。黒川隆尚は、義隆の父大内義興の代から仕え、九州や中国地区などの戦に明け暮れています。忠臣

に励んだ黒川隆尚は、大内氏の本姓多々良をもらい一族になりますが、同様に、黒川隆尚の後に大内義隆の命で

山口に赴いた宗像氏男も本姓多々良をもらい、黒川隆像と称し、伯父の黒川郷を引き継ぎます。伯父の黒川隆尚

は、山口に赴任する際、宗像に妻・山田局と娘・菊姫を残しています。赴任後には、陶隆房の姪・照葉を側室に

もらい、黒川鍋寿丸（後の宗像氏貞 宗像大社代 80 代大宮司）と妹・色姫が生まれています。そして、黒川隆尚

は、山口から宗像に帰る時には、側室の照葉や子供の黒川鍋寿丸と色姫を黒川郷に残して帰ります。黒川隆尚の

後に、山口に赴任した黒川隆像もまた、宗像に妻菊姫（隆尚の娘）と一女（赴任後に一男が生まれる）を残して

山口に来ています。黒川隆像が山口に赴任し、天文 20（1551）年 8 月９日に、大内館に参上した時、陶晴賢から

謀反への誘いを受けますが、これを断っています。同年８月 28 日に、陶晴賢軍が、若山城（周南市福川）を発っ

て、山口の大内館に乱入すると、大内氏の多くの重臣たちは離反していきますが、そのなかで、黒川隆像などわ

ずかな重臣は防戦します。しかし、大内義隆は、法泉寺（山口市滝町）に退き、その後、逃亡先の長門深川の大

寧寺で自刃します。その最後を見届けた黒川隆像は主君大内義隆に殉じます。同年９月１日のことです。陶晴賢

は、大内義隆や黒川隆像が自刃した後、すぐに宗像大社の大

宮司職を狙って、姪の子・黒川鍋寿丸を宗像に入国させよう

としますが、宗像氏内部で家督争いが起こります。この家督

争いは、陶晴賢が推す黒川鍋寿丸派が反対派を抑えて、同年 9

月 12 日、黒川鍋寿丸を、母照葉や妹色姫と共に宗像大社に入

国させます。次号につづく。 

          （大歳史談会 文責：白上茂樹） 

（参考文献） 

「大内氏実録」・「戦国時代の筑前国宗像氏」 

桑田和明著・「郷土大歳のあゆみ」 

（註１）室町幕府の軍事的出先機関。 

（註２）大内歴代当主「・・・24 代弘世・25 代義弘・・・ 

  29 代政弘・30 代義興・31 代義隆」 

（註３）大友晴英。大友宗麟（義
よ し

鎮
し げ

）の弟 母は大内義興 

の娘。陶晴賢の謀反後の大内家当主。傀儡
か い ら い

政権とい 

われる。 

 

 

岩富、最明寺墓地内の黒川隆像公の供養塔 


